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大
津
市
交
通
戦
略
室
に
入
っ

た
連
絡
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｒ
湖

西
線
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
あ

わ
せ
３
月
17
日
、
江
若
バ
ス

日
吉
台
線
で
、
平
日
５
便
減
、

土
、
日
、
祝
で
２
便
増
便
、

７
便
減
の
最
終
便
繰
り
上
げ

を
伴
う
ダ
イ
ヤ
改
正
が
行
わ

れ
る
。
最
終
便
の
繰
り
上
げ

は
一
昨
年
秋
に
も
実
施
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
住
民
の
足
が

削
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

同
室
の
発
表
に
よ
る
と
、

平
日
は
、
比
叡
山
坂
本
駅
６

時
37
分
▽
７
時
13
分
▽
７
時

38
分
▽
19
時
３
分
発
の
日
吉

台
循
環
線
４
便
が
減
便
、
最

終
便
の
同
22
時
47
分
発
市
民

セ
ン
タ
ー
行
が
廃
止
さ
れ
、

平
日
比
叡
山
坂
本
発
の
最
終

便
は
22
時
25
分
に
繰
り
上
が

り
市
民
セ
ン
タ
ー
止
め
と
な

る
。土

、
日
、
祝
日
は
、
比
叡

山
坂
本
駅
17
時
16
分
▽
17
時

48
分
▽
18
時
48
分
▽
19
時
26

分
▽
20
時
１
分
▽
20
時
33
分

▽
最
終
便
の
22
時
１
分
発
の

７
便
が
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
、
12

時
台
と
14
時
台
に
そ
れ
ぞ
れ

１
便
増
便
と
な
る
。
土
、
日
、

祝
日
の
ダ
イ
ヤ
の
最
終
便
は

比
叡
山
坂
本
駅
発
21
時
47
分

に
繰
り
上
が
り
日
吉
台
市
民

セ
ン
タ
ー
止
め
と
な
る
。

江
若
バ
ス
が
市
に
行
っ
た

説
明
で
は
、
利
用
者
の
減
少

に
加
え
バ
ス
乗
務
員
の
確
保

困
難
を
減
便
の
理
由
に
あ
げ

て
お
り
「
最
近
、
近
隣
の
バ

ス
事
業
者
に
乗
務
員
10
人
ほ

ど
が
引
き
抜
か
れ
、
労
働
環

境
が
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い

る
」
と
説
明
し
て
い
る
と
い

う
。湖

西
道
路
４
車
線
化
に
伴

う
通
過
車
両
に
よ
る
騒
音
、

振
動
対
策
な
ど
つ
い
て
、
学

区
自
治
連
特
別
委
、
湖
西
道

路
対
策
委
員
会
と
国
交
省
・

滋
賀
国
道
事
務
所
と
の
間
で

協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
10
月
に
対
策
委
を
設
置

し
て
以
来
、
学
区
側
は
、
騒

音
対
策
、
振
動
対
策
に
つ
い

て
意
見
、
要
望
な
ど
を
滋
賀

国
道
事
務
所
へ
提
起
、
２
月

16
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
協
議
会
で
滋
賀
国

道
事
務
所
側
が
回
答
を
寄
せ

た
。学

区
側
の
要
望
と
国
道
工

事
事
務
所
の
回
答
に
よ
る
と
、

騒
音
対
策
用
の
遮
音
壁
の
高

さ
を
よ
り
高
く
、
環
境
基
準

を
上
乗
せ
す
る
対
策
を
学
区

側
が
求
め
た
の
に
対
し
、
国

は
、
国
の
環
境
基
準
に
基
づ

き
、
必
要
な
対
策
を
行
う
と

し
た
。
ま
た
、
既
設
の
遮
音

壁
の
耐
用
は
、
老
朽
化
で
機

能
低
下
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
の
に
は
、
施
設

の
状
態
を
５
年
ご
と
に
点
検

し
て
い
る
。
必
要
で
あ
れ
ば
、

維
持
、
修
繕
、
更
新
も
行
う

が
、
今
回
の
工
事
で
の
一
斉

更
新
は
考
え
て
い
な
い
、
と

答
え
た
。

騒
音
対
策
の
基
準
は
、
湖

西
道
路
沿
い
20
㍍
未
満
地
域

と
20
㍍
以
遠
の
地
域
で
基
準

値
が
違
う
が
、
20
㍍
未
満
の

地
域
で
あ
っ
て
も
基
準
値
の

厳
し
い
20
㍍
以
遠
地
域
の
基

準
で
遮
音
壁
設
置
な
ど
の
騒

音
対
策
を
求
め
た
の
に
対
し
、

国
は
環
境
基
準
の
方
針
に
基

づ
き
、
必
要
な
対
策
を
実
施

す
る
と
の
答
え
に
と
ど
め
た
。

ま
た
、
工
事
完
成
後
の
基
準

を
超
え
た
場
合
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
追
加
の
騒
音
対
策

工
事
を
実
施
す
る
、
と
確
約

し
た
。

振
動
対
策
に
つ
い
て
国
は
、

４
車
線
化
後
の
振
動
予
測
調

査
で
は
、
環
境
基
準
は
超
え

な
い
。
緊
急
を
要
す
る
場
合

に
は
、
適
宜
対
応
す
る
と
し

た
。湖

西
道
路
対
策
委
と
し
て

は
、
回
答
を
受
け
、
改
め
て

学
区
と
し
て
要
望
策
の
論
点

を
詰
め
、
国
側
と
引
き
続
き

交
渉
を
重
ね
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

大
津
市
住
宅
課
空
家
対

策
推
進
室
が
昨
年
秋
日
吉

台
学
区
住
民
３
０
０
世
帯

を
抽
出
し
て
行
っ
た
「
空

き
家
利
活
用
に
向
け
た
日

吉
台
学
区
住
民
意
識
調
査
」

の
結
果
が
ま
と
ま
り
、
１

月
29
日
の
学
区
空
き
家
対

策
検
討
委
員
会
で
報
告
さ

れ
た
。
調
査
は
、
増
え
続

け
る
学
区
の
空
き
家
発
生

抑
制
策
の
検
討
と
日
吉
台

の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
を
探
る
た
め
市
が
ま

ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
「
都
市
環
境
研
究
所
三
重

事
務
所
」
の
協
力
を
得
て
実

施
、
回
収
率
48
・
６
％
、
１

４
６
世
帯
か
ら
回
答
を
得
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
回
答
者

の
年
齢
は
、
「
70
歳
以
上
」

が
87
人
、
59
・
６
％
と
最
多
、

「
60
歳
代
」
が
28
・
１
％
の

41
人
。
「
夫
婦
だ
け
の
世
帯
」

が
81
世
帯
、
55
・
５
％
と
学

区
の
高
齢
化
、
核
家
族
化
社

会
を
現
わ
し
て
い
る
。

現
在
の
住
ま
い
に
つ
い
て

将
来
空
き
家
に
な
る
可
能
性

を
複
数
回
答
で
尋
ね
た
と
こ

ろ
「
将
来
に
わ
た
り
住
み
続

け
る
」
と
い
う
理
由
で
「
空

き
家
に
な
ら
な
い
」
が
52
件

あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
子
ど

も
（
次
世
代
）
が
遠
く
に
住

ん
で
い
て
帰
っ
て
く
る
予
定

が
な
い
」
が
45
件
、
「
存
命

中
に
次
世
代
へ
の
相
続
や
維

持
管
理
が
継
続
さ
れ
る
状
況

に
自
信
が
な
い
」
25
件
「
健

康
面
に
不
安
が
あ
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
付
の
福
祉
施
設
に

入
る
」
が
15
件
「
体
力
的
に

も
戸
建
て
の
維
持
管
理
が
大

変
な
の
で
共
同
住
宅
に
引
っ

越
す
」
が
12
件
も
あ
り
、
こ

の
先
も
さ
ら
に
空
き
家
の
増

加
が
推
測
さ
れ
る
。

調
査
で
は
、
学
区
が
空
き

家
に
な
ら
な
い
必
要
な
サ
ポ
ー

ト
策
を
聞
い
て
み
る
と
「
次

世
代
の
定
住
を
促
し
、
住
み

続
け
た
い
ま
ち
と
な
る
よ
う

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
」
が
46
件
「
所
有
者
が

存
命
中
に
住
ま
い
を
次
世
代

へ
適
切
に
引
き
継
ぐ
た
め
の

相
続
対
策
を
進
め
る
」
が
36

件
「
住
ま
い
の
維
持
管
理
や

長
期
不
在
と
な
る
場
合
に
相

談
や
見
守
り
活
動
な
ど
の
体

制
を
ま
ち
で
整
え
る
」
が
35

件
と
、
学
区
の
再
生
を
望
む

意
思
が
強
く
出
て
お
り
、
現

在
学
区
が
進
め
る
空
き
家
対

策
の
方
向
性
が
間
違
っ
て
い

な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。空

き
家
の
利
活
用
に
関
し

重
要
な
点
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

空
き
家
を
流
通
さ
せ
る
た
め

に
住
み
よ
い
人
気
の
住
宅
地

と
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と

の
意
見
が
８
割
強
を
占
め
、

空
き
家
を
良
好
な
状
態
に
保

つ
た
め
日
々
の
維
持
管
理
に

対
す
る
所
有
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
と
い
う
意
見
が
数
多
く
出

て
い
た
。

ま
た
空
き
家
所
有
者
へ
の

支
援
体
制
と
し
て
、
学
区
と

市
が
協
力
し
て
継
続
的
な
対

応
と
気
軽
に
安
心
し
て
相
談

で
き
る
窓
口
が
必
要
と
の
意

見
を
重
要
視
。
利
活
用
方
法

に
つ
い
て
は
、
若
い
人
が
住

み
た
く
な
る
よ
う
大
学
や
企

業
の
低
廉
な
寮
や
社
宅
と
し

て
の
活
用
や
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
買
い
物

支
援
の
場
な
ど
に
活
用
さ
せ

る
と
い
う
回
答
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。

調
査
を
ま
と
め
た
都
市
環

境
研
究
所
三
重
事
務
所
は
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
空
き
家
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
で
地
区
の
課
題

を
魅
力
に
転
換
、
こ
の
取
り

組
み
を
成
功
さ
せ
後
に
続
く

市
内
団
地
の
取
り
組
み
モ
デ

ル
に
な
る
こ
と
が
重
要
。
取

り
組
み
を
通
じ
人
材
の
掘
り

起
こ
し
に
つ
な
げ
ま
ち
づ
く

り
の
担
い
手
を
育
む
こ
と
が

大
切
だ
、
と
総
括
し
て
い
る
。

市
民
セ
ン
タ
ー
機
能
見
直

し
を
検
討
す
る
大
津
市
は
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
改
革
に
先
駆

け
、
4
月
か
ら
36
学
区
の
全

支
所
で
臨
時
、
嘱
託
職
員
計

28
人
の
削
減
計
画
を
進
め
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
市
は
平
成
32
年
度
を
目

処
に
支
所
を
市
内
10
支
所
に

集
約
す
る
ほ
か
、
公
民
館
を

地
元
に
自
主
運
営
さ
せ
る
案

な
ど
、
相
次
ぐ
見
直
し
計
画

に
学
区
自
治
連
や
住
民
ら
が

反
発
、
市
自
治
連
合
会
（
会

長
・
谷
正
男
坂
本
学
区
自
治

連
合
会
会
長
）
も
市
に
対
し

「
36
の
支
所
は
す
べ
て
残
せ
」

と
申
し
入
れ
た
。

支
所
の
職
員
の
削
減
計
画

に
つ
い
て
は
、
市
は
、
す
で

に
各
支
所
の
市
所
長
に
は
通

知
し
て
い
る
が
、
「
庁
内
の

人
事
異
動
、
人
員
配
置
」
だ

と
し
て
直
接
、
影
響
を
受
け

る
住
民
に
は
非
公
表
。
各
支

所
か
ら
「
日
常
業
務
な
ど
支

所
機
能
が
回
ら
な
く
な
る
」

と
の
不
安
視
す
る
声
が
市
自

治
連
に
も
あ
が
り
、
市
自
治

連
は
「
市
民
生
活
に
直
接
関

わ
る
支
所
職
員
の
削
減
に
つ

い
て
市
民
や
市
自
治
連
に
こ

れ
ま
で
何
の
協
議
も
な
い
の

は
問
題
」
だ
と
し
て
通
常
は
、

市
自
治
協
働
課
職
員
も
出
席

す
る
市
自
治
連
定
例
会
へ
の

同
職
員
の
出
席
を
拒
否
し
て

抗
議
、
市
民
セ
ン
タ
ー
見
直

し
計
画
の
撤
回
を
強
く
求
め

た
。こ

の
結
果
、
市
は
、
臨
時

職
員
28
人
の
削
減
計
画
に
つ

い
て
は
、
当
面
棚
上
げ
、
引

き
続
き
雇
用
を
継
続
と
す
る

方
針
を
２
月
21
日
召
集
の
臨

時
支
所
長
会
議
で
明
ら
か
に

し
た
が
、
支
所
の
統
廃
合
問

題
に
は
、
触
れ
な
か
っ
た
。

江
若
バ
ス
ま
た
減
便

春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
３
月
17
日
実
施
・
最
終
便
も
繰
り
上
げ

騒
音
対
策
、
万
全
を
期
せ

湖
西
道
路
対
策
委
強
く
要
望

36
支
所
は
す
べ
て
残
せ
！

市
自
治
連
、
重
大
決
意
で
市
に
迫
る

支所統合問題

市調査

将
来
、
空
き
家
に
な
る
可
能
性
示
唆

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
め
ざ
せ

お断り

▽
２
月
号
掲
載
の
漫
画
「
ひ
よ
ち
ゃ
ん
」

は
、
１
月
号
掲
載
の
も
の
と
ダ
ブ
っ
て

掲
載
し
ま
し
た
。

▽
２
月
号
「
イ
ノ
シ
シ
」
檻
設
置
の
記

事
、
設
置
者
を
自
主
防
災
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
自
主
防
犯
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
ま
す
。日

吉
台
新
聞
編
集
部
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日
吉
台
幼
稚
園
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
発
表
会
「
き
ら

き
ら
ス
テ
ー
ジ
」
が
２
月
７

日
、
同
園
遊
戯
室
で
あ
り
、

訪
れ
た
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
ら
家
族
、
来
賓
ら
は
、
ス

テ
ー
ジ
上
で
熱
演
す
る
子
ど

も
た
ち
の
演
技
や
歌
に
大
き

な
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
３
歳
児

に
と
っ
て
は
、
初
の
発
表
会
。

あ
る
日
、
う
さ
ぎ
さ
ん
の
畑

に
大
き
な
が
カ
ブ
が
で
き
、

み
ん
な
で
カ
ブ
を
引
っ
張
り
っ

こ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
う
ん
と
こ

ど
っ
こ
い
し
ょ
」

の
掛
け
声
に
力
を
あ
わ
せ
カ

ブ
を
引
き
抜
く
子
ど
も
の
ほ

ほ
え
ま
し
い
光
景
に
会
場
の

保
護
者
ら
も
笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
に
。

４
歳
児
と
５
歳
児
は
、
動

物
園
に
い
る
仲
良
し
の
ネ
コ

と
ク
ジ
ャ
ク
を
動
物
忍
者
が

助
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
。
40
分

を
超
え
る
長
い
子
ど
も
た
ち

の
手
づ
く
り
劇
だ
っ
た
が
子

ど
も
た
ち
は
お
互
い
に
支
え

あ
い
な
が
ら
役
に
な
り
き
り

幼
稚
園
生
活
一
年
間
の
総
決

算
の
発
表
会
を
楽
し
ん
だ
。

日
吉
台
幼
稚
園
児
の
発
表
会

子
ら
の
熱
演
に
会
場
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い

川
崎

典
子
さ
ん

有
志
ら
が
祝
う
会

市
政
功
労
表
彰

２
丁
目

大
津
市
の
人
権
擁
護
委
員
、
日
吉
台
中
学
校

学
校
運
営
協
議
会
副
会
長
と
し
て
青
少
年
健
全

育
成
に
貢
献
し
た
と
し
て
昨
年
11
月
、
大
津
市

政
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
た
日
吉
台
２
丁
目
、
川

崎
典
子
さ
ん
の
受
賞
祝
賀
会
が
２
月
10
日
、
同

市
雄
琴
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
有
志
ら
が
記
念

品
な
ど
を
贈
り
、
功
績
を
た
た
え
た
。

川
崎
さ
ん
は
、
坂
本
在
住
時
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
幼
稚

園
会
長
な
ど
を
務
め
た
の
が
子
ど
も
た
ち
と
か

か
わ
り
の
は
じ
ま
り
。
平
成
14
年
７
月
か
ら
15

年
間
、
市
の
人
権
擁
護
委
員
、
現
在
は
日
吉
中

学
校
学
校
運
営
協
議
会
副
会
長
と
し
て
青
少
年

の
健
全
育
成
に
貢
献
、
そ
の
気
さ
く
な
性
格
か

ら
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
川
崎
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。

祝
賀
会
は
、
田
川
学
日
吉
中
校
長
が
発
起
人

代
表
と
な
り
行
わ
れ
地
域
の
学
校
関
係
者
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
自
治
会
関
係
者
ら
約
30
人
が
出
席
、
田

川
校
長
、
谷
正
男
坂
本
学
区
自
治
連
合
会
会
長

ら
が
出
席
者
を
代
表
し
て
川
崎
さ
ん
の
功
績
を

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
称

え
た
。
川
崎
さ
ん
は

「
地
域
の
宝
、
子
ど
も

た
ち
の
育
成
の
た
め
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
次
の
任
期
切
れ

で
人
権
擁
護
委
員
は
退

任
し
ま
す
が
、
引
き
続

き
何
ら
か
の
形
で
子
ど
も
た
ち
と
の
か
か
わ
り

は
続
け
て
ゆ
き
た
い
」
と
花
束
を
手
に
喜
び
を

語
っ
た
。

発
表
会
の
締
め
く
く
り
は

お
母
さ
ん
た
ち
の
劇
「
シ
ン

デ
レ
ラ
」
。
マ
マ
た
ち
の
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
名
演
技
に
子
ど
も

た
ち
も
大
喜
び
し
て
い
た
。

認
定
こ
ど
も
園
設
置
計
画

に
伴
い
、
日
吉
台
の
子
ど
も

達
を
学
び
育
て
た
市
立
日
吉

台
幼
稚
園
は
新
年
度
、
隣
接

の
坂
本
保
育
園
と
合
同
保
育

に
な
り
同
園
は
事
実
上
廃
園

と
な
る
。
同
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
黒
井
志
穂
会
長
）
は
、
実

行
委
員
会
（
森
下
容
子
実
行

委
員
長
）
を
組
織
、
３
月
15

日
午
後
２
時
、
37
年
間
の
感

謝
を
込
め
て
、
「
日
吉
台
幼

稚
園
あ
り
が
と
う
の
会
」
を

開
催
す
る
。

あ
り
が
と
う
の
会
で
は
、

日
吉
台
幼
稚
園
の
卒
園
児
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行

わ
れ
る
ほ
か
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

が
上
映
さ
れ
る
予
定
。
会
場

の
幼
稚
園
舎
が
手
狭
な
た
め
、

す
べ
て
の
人
を
式
典
に
招
待

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

式
典
終
了
後
の
午
後
３
時
以

降
、
思
い
出
の
園
庭
と
園
舎

を
一
般
開
放
す
る
予
定
。

園
舎
開
放
は
、
16
日
、
19
日
、

20
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
ま
で
も
行
わ
れ
る
。
門
の

と
こ
ろ
で
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら

せ
ば
、
職
員
が
門
を
開
け
て

く
れ
る
。

日
吉
台
幼
稚
園
は
、
昭
和

56
年
４
月
１
日
創
立
、
市
立

坂
本
幼
稚
園
を
仮
園
舎
で
開

園
し
た
。
同
年
５
月
26
日

現
園
舎
が
完
工
、
年
長
２
組
、

年
少
２
組
で
保
育
が
始
ま
っ

た
。
ピ
ー
ク
時
の
58
年
度
は
、

学
級
数
７
組
、
園
児
数
２
２

８
人
を
数
え
た
が
、
学
区
の

高
齢
化
と
少
子
化
に
伴
い
園

児
数
は
減
少
、
平
成
29
年
度

は
、
３
歳
児
保
育
を
加
え
11

人
に
激
減
し
て
い
る
。

市
の
幼
稚
園
規
模
適
正
化

計
画
で
、
民
間
運
営
に
よ
る

認
定
こ
ど
も
園
に
転
換
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
設
置
計
画

が
進
め
ら
れ
、
30
年
度
か
ら

現
園
児
は
隣
接
の
坂
本
幼
稚

園
と
の
合
同
保
育
と
な
り
日

吉
台
幼
稚
園
は
事
実
上
の
廃

園
、
37
年
の
歴
史
に
終
止
符

を
打
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

37年の歴史に終止符

15日、ありがとうの会開催

日
吉
台
幼
稚
園

37 年の歴史に幕を閉じる日吉台幼稚園

お

母

さ

ん

た

ち

の

名

演

技

に

子

ど

も

た

ち

も

大

喜

び

発表会で熱演する子どもたち（上、左）


